
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書    

学 校 名 笠松町立笠松小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月８日（水）・１１月１６日（日） 

実 施 概 要 
   

①たてわり遠足・・・たてわりグループ（異学年集団）での町内巡り 
②家族参観○授業公開 

○児童会行事「大縄大会」 

○お弁当の日…児童がおにぎりを作り、親子でお弁当づくりに取り組む。 

○引き渡し訓練…災害時を想定し、児童の引き渡し訓練を行い、防災について

考える。 

○「つながる 笠小学びフェスタ２０１４」 

地域の方を講師に迎えて、講座を開き、親子で参加する。 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 保 護 者        ３００   人  
  計         ３５０ 人 

地域関係者          ５０   人 

実 施 状 況 
 

１０月８日（水）たてわり遠足  
・たてわり班で、６年生が説明する町内の史跡・施設・神社・公園等を巡った。 

・６年生の児童が中心となり、目当てや約束、各学年の役割を決め、当日も班で協力して

地図を見ながら班の仲間をリードした。 

・みなと公園では、おやつ代わりの自分で作ってきたおにぎりを食べ、班の仲間と楽しい時

間を過ごした。 

１１月１６日（日）家族参観  
・４年生「２分の１成人式」、３年道徳の時間等本校で力を入れている行事・教科等を公開し
た。 
・児童会行事「大縄大会」を実施し、各学級が目当てに向かって仲間同士励まし合う姿や
学級集団の高まりを見ていただいた。 
・始業時間を１時間遅らせ、親子でお弁当づくりに取り組んでもらった。児童は計画したおにぎり

づくりに挑戦し、学年に応じて（中学年：お弁当に詰める。高学年：おかずを一品作る。）お弁当

づくりを行った。 

・災害時を想定し、メール配信後、自宅から学校まで徒歩または自転車で保護者に来校して

いただき、講堂で児童の引き渡し訓練を行った。 

・「つながる 笠小学びフェスタ２０１４」と題して、「地域の方と知り合いになり、笑顔であいさつ

を交わせるようにしたいと考え、校区に住む方を講師に迎えて、親子一緒にものづくりや体

験活動、学習会を行った。 

成果及び課題 
  

     

〈成果〉 
○今年度で三度目のたてわり遠足では、町内を巡りながら出会った地域の方と挨拶を交わ
したり､６年生の説明する史跡を見たりすることで、笠松のよさを改めて知る機会となった。 

○１１月１６日「お弁当の日」につないで、たてわり遠足で『おにぎり１個』を持って参加する
活動を取り入れたことで、親子で一緒にお弁当づくりに取り組んでいただくことができた。 

○「つながる 笠小学びフェスタ２０１４」では、「笠松っ子を育てる会」の方を中心に、校区の
講師の方を探していただき、２３名の方を講師として協力していただき、地域・学校・家庭
が一体となって取り組むことができた。 

○親子でコミュニケーションをとりながら活動に参加することで、より親子がふれあうことができ
た。保護者の方からも、普段できない楽しい活動ができたという感想を多くいただいた。 

〈課題〉 
・日曜日に実施したことで、多くの参観者があった半面、家庭・スポーツ少年団等の活動の
ため、早退する児童が若干名いた。参観日について検討する必要がある。  


